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B資 本一 利潤
前払いとしての利潤,費 用 としての利潤,こ の利潤規定はケネーの利潤規定
とまった く同じである。第4篇 学説批判篇で,ス ミスはケネーの利潤規定を紹
介 して言 う。
「人々の普通の理解では,工 匠と製造業者の勤労はそれだけ土地の粗生産
物の価値を増加させるが,こ の 〔ケネーの〕体系では,か れ らはまった く不
妊的で不生産的な人 々4)一階級 として説明されている。かれ らの労働は,か
れ らを使用す る資財をその通常の利潤 とともに回収するだけであると言われ
る。その資財はかれ らの使用者に よってかれ らに前払いされた原料 と道具 と
賃金にあ り,それはかれ らの使用 と維持に予定された基金である。それの利
り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
潤はかれ らの使用老の維持に予定された基金である。かれ らの使用者は,か
原稿受領1978年10月31日
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れ らの使用に必要な原料を道具と賃金の資財をかれ らに前払いす るように,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
使用者は自分 自身の維持に必要なものを 自分 自身に前払いす る。そ して彼は,
一般に,この維持費をかれ らの製作物の価格によって獲得することを期待す.
　 　 　 　 　 　 　 　・ る利潤に比例 させる。 もしもそれの価格が,彼 が彼の職人に前払いす る原料
　 　 　 の 　 　 　 　 　 　 　 　 コ
と道具 と賃金のほかに,彼 が自分 自身に前払いす る生計費を彼に払戻さない
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の く　ユ
な らば,そ れは明 らかに,彼 がそれに投下す る全費用を彼に払戻 さない。」
利潤は資本家の生計費として資本家の個人的消費に全額支出されるか ら,こ
こでは,単純再生産が想定されている。単純再生産ではあっても,前払貨幣が
　 　 コ 　 　 　 　 　 　 　 　 　
利潤をともなって資本家の手に回収されることは,資 本家的生産が再生産過程
　 　 　 　 の 　 　 の 　 　 　 　 　 　
として円滑に継続する内部では,あ た りまえになる。一定貨幣額Gが それ以上
の貨幣額G'と なるのは自然である。そ して,再 生産過程に生 きつづける資本
家に とっては,生 産過程の結果である利潤は最初か ら投下資本に含まれるもの
と意識されるようになる。継続的生産のなかで生きる資本家 の頭脳 に おい て
は,実 際には生産過程の結果であるものが,生 産過程にはいるまえか ら前提 さ
れ る。利潤は資本家に よる投下費用の一部とな り,労働者に前払いされる原料
・道具 ・賃金 とな らぶ一費用になる。つま りG('一G'である。G(t)は資本家
の行為 目的のなかにある可能的増加価値であ り,G'は 現実となった増加価値
である。利潤は資本家が投下 した費用であるか ら,その費用が資本家に払戻さ
れるのは当然である。r前払一回収」,G('一G'の生活常識は市民社会のもので
あ り,等価交i換的な正義である。だか ら,利潤は 「真に彼に要 した とまった く
適切に言われ うるもの」となる。前払費用としての利潤は,再 生産過程に生活
す る資本家に意識 される利潤規定である。 この主観的利潤規定は,資 本家社会
の内面的運動である再生産過程か らに じみでて くるものであ り,そ こか ら逆に
(1)Aninquryintothenatureandca〃sesofthewealthofnatiens,Vo1.2,
ClarendonPress,Oxford,1976,pp.666-667.(以下VVNと 略 す が,第2巻 か ら引
用 され る場 合 に の みVVN,Vol.2と記 す)邦 訳 頁 は 次 の もの で 表 示 す る。 大 内兵 衛
・松 川 七 郎 訳r諸 国民 の 富 』 皿,岩 波 書 店,1969年,981頁。(第2巻 か ら引 用 され
る場 合 に の み,巻 番 号 皿を 付 す)な お,訳 文 と,引 用 文 中 の 傍 点 お よび 〔 〕 は 私
の もの で あ る。
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内的認識にむか うことができる外的表徴 ・信号である。ス ミスにおいては,資
本家社会は,内 的運動との関連で主観的にも認識 されねばならない対象として
ごカ
ある。
い ままで利潤と利子との関連を考察して重農主義的利潤規定の意味をとりだ
してきた。では,地 代と利潤 との関連はどうなるか,ま たは,地 代は年 々に農
業生産をする借地資本家の眼にどう映 るか。
分析的にみれば,地 代は剰余価値の一分解部分であ り,利潤か らのいわば派
生的収入である。だが,地 代は資本家 ・地主の契約関係においては異なる規定
を うける。借地資本家は借地契約に よって地主に地代を支払 う。その支払いが
生産のまえになされねばな らないときには,借 地資本家は地代を生産に必要な
経費とみな し,彼はその経費を払戻させ るように経営努力をおこな うだろ う。
他方で,地 代支払いが生産後に獲得された利潤のなかか らなされ るばあいで も,
地主と相対 して再生産過程に生きる借地資本家にとっては,地 代は前払費用の
なかに組みこまれたものと観念されるだろ う。地代は,第 一次的に剰余価値を
の
領有する借地資本家の眼か らみて,前 払いされたものである。
前払いされた利潤を潜 ませているもの,利 潤をもた らす ことを期待させるも
の,そ れが資本家に とっての資本である。資本は,そ れが生産的に消費されて
価値増加するときに本来の資本である。ところが,本 来の資本ではな くても,
　 　 し　 　 　 　 　 　 　
あるものがその所有者に とにか くも収入的富を もた らすな らば,そ れはその所、
　 　 　 　
有者には資本と見えるようになる。社会的には資本でな くても,所 有者の個人
(2)主観的な利 潤規定は;社 会 を客体的 にのみでな く人間行為 に即 して認識 しよ うと
す るス ミスの方法 であ って,彼 の理 論体系 か ら切 りす て られ るべ き不純物 ではない。
羽鳥氏は ス ミスに よる内的科学的 な認識 の側面 を強 固にお しだ してい るが,こ の こ
とは,経 験的認識 が社 会把握 にたい してもつ意義 を積 極的に承認す ることにつ なが
るべ きでは ないだろ うか。 また,前 払利 潤規定 をス ミスにおけ る重農主義的 観念の
残 津だ とか たづけ て しま うことはで きない。参 照,羽 鳥卓也 『古典派 経済学の基本
問題 』未来社,1972年,62-67頁。L一
なお,ス ミスにおけ る重農主 義的利 潤把握 の意味につい ては,私 見 とは若 干視角 ・
を 異にす るが,次 の もの が参照 され るべ きであ る。富塚良三r蓄 積 論研究 』未来社,
1965年,とくに前編第一章 「ス ミス蓄積論の基本構成」 の第三節。
(3)Cf。,WN,P.68.邦訳,136頁。
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的意識のなかでは資本と映 るばあいがある。家主にとっての賃貸家屋と労働者
に とっての労働力能が,そ れである。
借家人に賃貸 しされる家屋は,借 家人に よって個人的に消費されるかぎり,
富を積極的に生みだす ものではない。家賃は借家人の他の収入源泉か ら支払わ
れねばな らない。だが,家 賃は家主の収入なのだか ら,・家賃を もた らす家屋は
　
家主にとって資本機能をはたす。
富を積極的に生 まない家屋が家屋所有者によって資本だ と擬制的に意識され
る。同様に して,資 本家的所有意識にとらわれる労働者にとっては,賃 金は彼
の 「労働」 か らもた らされるものであ り,「労働」は賃金収入を もた らす労働
者の資本だと,お もいこまれる。ス ミスは資本分類の固定資本の項 目に労働力
能をあげて言 う。第二篇資本論か らの引用であるが・価値論に関係する内容で
ある。
「第四に,[固定資本は]そ の社会のすべての住民または成員の修得 された
有用な能力か らなる。そのような才能の修得には,修 得者の教育 ・研究 ・徒
弟奉公のあいだ彼を維持することに よって,常 に実際の費用がかかるのであ
り,その費用は,い わば彼の身体に固定され実現 された固定資本である。そ
　 　 　 　 　 　 　 　
れ らの才能は,彼 の財産の一部をなす ように,お な じく,彼が属する社会の
　 　 　 　 　 　 　 　
財産の一部をなす。職人の改良された技巧は,営 業の機械 または道具,つ ま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
り労働を容易に して短縮 し,そ してある程度の費用がかか るけれども利潤を
　 　 の 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じぶ
ともなってその費用を払戻す ものと同一視され うるだろう。」
普通の非熟練労働者の収入が賃金な らば,優 秀な熟練労働者の収入は資本価
値 プラス利潤,つ まり前者の賃金収入を超える利潤収入に等 しい。熟練労働者
は非熟練労働者にたいして,優 越的に,自 己を資本の位置にお く。熟練労働者
は非熟練労働者を肉体労働老とみな し,自己を労働短縮のた めの機 械 とみ な
す。機械であるかぎり,熟練労働者には固定資本としての耐用年数がある。彼
は一定の耐用年数のあいだでのみ,普 通の労働者にたいする自己の優越的な生
(4)cr.,VVN,p.281.邦訳,451-452頁 。
(5)VVN,p.282.邦 訳,453頁 。
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命感を享受する。
再生産過程に生きる資本家の主観的意識においては重農主義的利潤規定は消
えなかった。そればか りではな く,重商主義的利潤規定 も資本家の頭に残存 し,
彼の頭を占領する。重商主義の利潤規定は譲渡利潤であ り,購買価値額以上の
価値 で販売することか ら生ずる利潤,流 通にその源泉をお く利潤である。 この
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
利潤規定はス ミスに よって批判されるが,、交換関係のなかの産業資本家の実践
　 　 ロ 　 　 　 　 　
的意識にあっては,譲 渡利潤規定がやは り支配的である。理論の発展史では葬
む られた利潤規定が,資 本家の表象に再生産される。一定貨幣額を も?て生産
　 　 　 　 　 　 　
要素を購入 し完成生産物を販売する機能をおこな う産業資本家にとって,利 潤
が販売か ら生ずると意識 されるのは自然である。譲渡利潤は商人的産業資本家
の意識を占める。 このことは,利 潤源泉を本質分析的に剰余労働に帰着させた
箇所ですでに示 されていた。
「資財が特定の人々の手中に蓄積 されて しまうやいなや,か れ らの うちの
あるものは,自 然 とそれを,勤 勉な人 々に仕事をさせるのに使 用 す るだ ろ
　
う。かれ らはその人々に原料と生活資料を供給 して,そ の人 々の製作物の販
　 　 　 　 　
売に よって,ま た は,そ の人 々の労働が原料の価値に追加す る ところの もの
　 　 　 つ 　 　 　 　 　 　 　
に よって,利 潤 を得 ようとも くろむだろ う。 …… もしも彼 〔一企業者〕が,
コ 　 　 　 　 　 　 　 　
彼の資財を回収するのに十分であるところよりも多 くの ものを,か れ ら 〔一
　 　 　 　 　 　 　 　
勤勉な人々〕の製作物の販売か ら期待するのでないな らば,彼 はかれ らを使
ぱの
用するのになんの興味 ももてないだろう。」
G-W-Gt,資本生活のこの範式が自分 自身で流通機能を担当する産業資本
家の心を占める。
　 　 　 　 　
「亜麻繊維仕上工の使用老は,彼 の亜麻繊維を売 るときに,彼 が彼の職人
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り 　
たちに前払い した原料 と賃金の全価値に加えて追加的な5パ ーセソ トを要求
　 　 　 　 　
す るだろ う。紡績工の使用者は,亜 麻繊維の前払価格 と紡績工の賃金 との双
方に加えて追加的な5パ ーセソ トを要求するだろう。そ して,織 布工の使用
(6)Cf・,VVN,pp.118-119.邦訳,213-214頁 。
(7)WN.pp.65-66.邦 訳,132頁 。
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者は亜麻糸め前払価格と織布工の賃金との双方に加えて同様な5パ ーセン ト
ゆ
を要求す るだろ う。」
C土 地一地代
資本家的地代の内的源泉は労働であ り,地代は生産関係視点か らみて地主の
不労所得であった。地代は追加価値ので部であ り,、追加価値創造の視点か らは,
地代は農業資本中の農業労働者雇傭のための賃金資本と関連づけ られていた。
そ して,地 主 と借地資本家は農業労働者にたい して共同の搾取者であった。で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ 　 　 　 　 コ 　 　 　 　
は,地 代は,地 主と借地資本家との借地契約関係 ・分配関係においてどのよう
に現象 し,なにと関連づけ られるか。
地代の不労所得性,こ れは借地資本家の眼か らみても明白である。貸付資本
家は社会の産物である貨幣を所有 していたが,地 主はおよそ人間労働 とは無縁
な自然の大地を所有する。 これにたい してスミスの借地資本家は 自己の勤労 と
倹約に よって最初の資本を形成するか ら,彼は資本を 自己労働の産物であると
みなす。誰の目か らみても地主の土地が 自然の賜物であることは歴然 としてお
り,借地資本家か ら見て土地所有の略奪性は明白である。地主 ・借地資本家関
係にあっては,地 代は独占的に所有された‡地か ら生ずるようにみえる。
ス ミスは地代と利潤を区別 して次のように言 う。
「土地の地代は,地 主によって土地改良に投下 された資財の妥当な利潤ま
たは利子にすぎないことが しば しばであると,考 え られるかもしれない。疑
いもな く,このことは,い くつかの場合には部分的に事実であろう。 とい う
のは,そ れが部分的な事実以上のものであることはほ とんどあ りえないか ら
である。地主に未改良の土地にたい してす ら地代を要求する。そ して,改 良
の費用にたいする想像上の利子 または利潤は,一 般に,こ の本源的地代にた
いする追加である。そのうえ,そ れ らの改良は常に地主の資財に よってなさ
(8)WN・pp.114-115.邦訳,208頁。
「譲渡利潤 こそ,ブ ルジ ョア的利潤概念 の最 古の形態 であ り,ま た,最 も普及 し
てい る形態 であ る。」(平田清明 「物象化 と三位一 体範式」㈲,『思 想 』576号,1972
年6月,125頁)
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ゆ
れるのではな く,と きには借地人のそれに よってなされる。」
本源的地代において,所 有の力の表現であ り所有の果実 としての地代性格が
鮮明になる。借地資本家は,機 能資本家として,農 業利潤を 自己の経営労働に
たいす る報酬であるとみな し,地代を不労所得とみなすだろう。地代は 「土地
ご　
の使用にたい して支払われる価格」であ り,.土地使用許可料,使 用 されるべき
土地 と交換に地主に与え られるべきものである。地主の頭のなかでは,土 地が
地代を生む。そ して,土 地一地代のこの生活信条は,有 利な土壌 と位置をもっ
た土地の所有者には,よ り自然である。その土地は他の土地にたい して競争上
優越するか ら,地主がその土地か ら獲得す る特別の高地代は土地がもつ 自然的
特性そのものか ら生ずるように,地 主には思われるだろう。
くユゆ
「まった く土地だけか ら生ず る収入は,地 代 とよばれ,地 主に属す る。」
補論 価値一価格
意識の発露は人間の生を証する。人間のその意識をス ミスは社会的交通関係
のなかでとらえた。生産は,生 産することの個体的な喜びや仲間意識の享受を
ゐた らさず,む しろ苦役であ り私的である。社会意識を直接に育成す る場は生
産ではな くて交通一 貸借 ・契約 ・売買 ・分配等一 であるげ この社会意識を
社会の代表的階級の日常生活において経済的に表現 した ものが,い ままでみて
きたス ミスの三位一体範式である。
労働者 ・資本家 ・地主の三階級が,私 的所有者としてひ らの商人として相互
に交際す るかぎ り,それぞれの階級の収入である賃金 ・利潤 ・地代は労働者の
労働に源泉をもたず,自 己所有の商品 ・財産である労働 ・資本 ・土地にその源
泉をもつ。地主 と資本家が,資 本家と労働者が,そ れぞれ取引するときには,
「これは私のものであ り,それはおまえのものだ。私はそれと交換に喜んで こ
ぐの
れをあげよう」 と相互に申しで る。分配関係における人 々の意識を常に直接的
(9)WN,p.160.邦 訳,279--2so頁。
⑩WN,p.160.邦 訳,279頁 。
⑪VVN,p.70.邦 訳,140頁 。
(iex13確N,p.26.邦 訳,82頁 。
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に規定す るのが,こ の市民的交換関係である。 「私の欲す るそれを私に くれ,
ぜユの
そ うすれば私はおまえの欲す るこれをおまえにあげよう」。地主は地代 と交 換
に土地使用権を資本家に与え,労 働者は賃金 と交換に労働力消費権を資本家に
与える。交換関係を基礎 として,ス ミス的な三位一体範式が跳梁 し自立化 し,『
擬制的で超歴史的な意識が展開す る。賃金 ・利潤 ・地代は資本家時代に特有な
歴史理論的範疇であるが,労 働 ・資財 ・土地 とい う生産の三要素との関連では,
歴 史性は消える。
資本家社会の内面を掘 りさげれば,商 品価値を規定す るものは労働であ り,
あ らゆる富の本源的統一者は労働である。だが,社 会の基底にある労働は批判
的知性が認識 しうるものであ り,労働はそのままの姿を社会の表面に現わす こ
とはない。価値法則は,三 位一体範式の自然的意識の世界において生きられ,
　 　 　 　 　
そ して,賃 金+利 潤+地 代=自 然価格の構成価格 として現象する。資本家社会
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぼ　ゆ
においても投下労働価値論が妥当するとい うことの深い意味はここにある。
構成価格論は資本家の立場か らの価値認識であ り,そ こには重商主義的独占
にたいす る批判的時論意識がこめられている・ 自然価格は賃金 と利潤 と地代の
それぞれの自然率をもって構成される。 自然率は,労 働力 ・資本 ・土地の自由
移動 と自由競争のなかで社会的平均 として生まれてくるものであ り,資本家に
とっては所与であ り前提された存在である。 これにたい して,実 際の価格はそ
の時 々の需要 と供給の関係で決定され る市場価格である。 自然価格は需要 と供
給が一致 したときの市場価格に等 しいか ら,市場価格は,中 心価格である自然
価格の上下を変動す る外在的価値である。 自由競争場での資本家にとっては,
商品の価値は,商 品に内在的な価値は,自 然価格,費 用価格,平 均利潤+賃 金
の生産費,ま たは市場価値,と して現象す る。
「ある商品の価格が,そ れを産出 し調製 し市場へ もた らす のに使用 され
た,土 地の地代と労働の賃金 と資財の利潤を支払 うのに十分であるところよ
りも,多 くも少 くもない場合には,そ の商品はそれの自然価格 とよばれてよ
⑭ 参照,内 田義彦 「発端 ・市民社会の経済学的措定」(内田他共著r経 済学史』筑
摩書房,1970年,104頁)
、スミス価値論における社会認識の構造(下) 95
い もの で 売 られ る。
.......≧.
「そ の と き に,そ の 商 品 は 正 確 に そ の値 うち で,ま た は,そ れ を 市 場 に も
　 　 　 　 　 　 　 　 　
た らす人に実際にかかるだけに売 られる。なぜな らば,日 常用語では,あ る
へ
商品の原価 とよばれるものはそれを再び売るはずの人の利潤を含まないけれ
ども,しか し,も しも彼が彼の近隣での利潤の通常率を彼に与えない価格で
それを売れば,彼 は明 らかにその取引で損失者になるか らであ り,それ とい
。 うのも,彼は彼の資財をある他の方法で使用することに よってその利潤を獲
得 したかもしれないか らである。その うえ,彼 の利潤は彼の収入であ り,彼
の生計費の適切な資源である。彼が財貨を調製 し市場にもた らすあいだに,
職人たちにかれ らの賃金を前払いするように,同 様に,彼 は彼自身の生計費
を自分に前払いするのであ り,その生計費は,一般に,彼 が自分の財貨の販
売か ら期待 しても妥当な利潤に相当す る。それゆえ,も しもその財貨が彼に
この利潤を与えないな らば,そ れが彼に実際にかかったとまことに適切に言
ごユリ
われ うるものを,そ れは彼に払戻さない。」
価値は資本家の頭脳では自然価格であ り,利潤は回収され るべきものとして
費用のなかに含め られる。価値の結果である賃金 ・利潤 ・地代が,逆 に価値の
原因となる。価値は,自 由競争場では,重 農主義的利潤表象をともなった構成
価格 として現象 し,主観的構成価格論の次元で重商主義的独 占価格が批判され
てい く。
ス ミスの生活意識の叙述はそれ じたいが重商主義にたいする批判意識のあ ら
われであ り,自然価格の成立条件 じたいが重商主i義批判 となっている。成立条
件は資本と労働の自由移動であ り,そのもとで,平均利潤を保障 して長期にわ
た り再生産の可能な価格が,自 由競争価格が,成 立する。 この価格は消費者を
社会暴力的に搾取するものではない。 これにたい して,自 然価格の成立を阻害
す るものが,重 商主義的統制 とそのもとでの独占価格の成立である。独占価格
は,特 権を与え られた特定産業が市場を不断に供給不足にさせてお くことによ
って,消 費者か らその限度 まで しぼ りとる。ス ミスは価値の支配労働性を,独
'
⑮WN,pp.72-73.邦 訳,143-144頁 。
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占による搾取のばあいに限ってジ不正だ とみなす。
7主 体形成にむか う社会認識
ス ミスに よる生活意識の叙述はたんなる常識の記述ではない。それはこれか
ら作 られていかねばな らない生活原理であ り,旧社会の人間類型にはみ られな
い主体的な生活倫理である。市民的交換の完成のためには古い慣行はすべて打
破 される。三位一体範式の表象的意識を生きることにより,結果として,生 産
における労働の剰余価値生産性は増大 し,社会は豊かになる。以上のことを,
労働一賃金の範式に生 きる労働者を中心にみてみる。そのうえで,ス ミスの主
体には知性をもって社会に働 きかける重要な側面があることを 確認 してみ た
いo
賃金は資本家 と労働者 との個 々の契約において決定される。 この契約におい
て,労 働者が労働力商品の所有者 としてそれの価値 どうりの販売を主張 しうる
ためには,資 本家にたい して労働力供給をコソ トロールできる労働組合の結成
が許 されなければな らない。争議のさいの労働者の団結も法律上 自由でなけれ
ばな らない。経済的には労働者は資本家に くらべて弱い立場にあるか ら。だが
ス ミスの当時の重商主義政策は,賃 金圧下 と団結禁止法を もって労働者に対処
していた。だか ら,労働力の価値 彦うりの販売をもとめて賃上げを主張 しよう
とすれば,労 働者はみずか らすすんで組合を結成 しなければな らない。 「労働
の価格」の 自由で公正な実現をめざし,労働者が資本家との個別契約において
交換本能を発揮 しうるためには,労 働者は団結のモラルを もたねばな らない。
「労働の普通の賃金がなんであるかは,ど こにおいても,利害がけ っして
同一でないそれ ら二人の当事者のあいだで通常なされる契約に,依 存する。
職人たちはできるかぎり多 く得 ようと欲 し,親方たちはできるかぎり少 く与
えようと欲す る。前者は労働の賃金を引上げるために団結する性向があ り,
⑯Cf.,VVN,pp.78-79.邦訳,152-153頁。
ス ミスが資本 と労働 との不等 労働量交換を不正 だ とみなす他 の一 例 は,資 本 ・賃
労働関係の視角か らと らえ られた 中世 の都市 と機村 との関係 であ る。Cf.,WN,p.
142.邦訳,250頁。
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1m後者
はそれを引下げるために団結す る性向がある。」
ら労働者は資本家との交換関係において
,自分自身を所有権の主体 とみなすの
みな らず,他 人である資本家の所有権をも認める。相互に所有権を確認する正
義の範囲内で,労 働者は自分の所有物を自由意志で処分する能力を もつ。労働
者の所有物は,彼 の意志を無視 しては,誰 も犯す ことの許されない神聖なもの
である。、
「あ らゆる人が 自分 自身の労働 とい うかたちでもつ財産は,そ れが他の全
財産の根源的な基礎であるように,そ れは,ま た,最 も神聖で不可侵なもの
である。貧者の相続財産は彼の腕の力と技巧にあ り,この力と技巧を,彼 が
彼の隣人を侵害することな く自分で適切だとおもう方法で使用するのを妨げ
ロゆ
ることは,こ の最 も神聖な財産にたいする明白な冒濱である。」
労働者の一市民 としての誇 りが1美 意識が,こ こにある。徒弟条例 ・定住法
・重商主義的な労働移動の制限,こ れ らの実定法が取 りは らわれて労働者が所
有権の主体 として確立す るときに,賃 金は,少 くとも生存費的賃金は確保され
る。
労働者が生存費的賃金以上の高賃金をえて幸福になれるのは,ま た幸福にな
りたいと望む ことができるのは,資 本蓄積が進行す る社会においてである。交
換関係をその うちに含む資本蓄積が軌道にのった ときに,労 働者の独立 自由の
意識は固め られてい く。そ して,逆 に,労 働者が個人的な 自由と幸福を自覚 し 、
てい くことが客観的に資本蓄積をおしすすめる要因 となる。以下,価 値法則を
現象させる主観的意識を第一篇次元での資本蓄積論において具体的につかんで
みよう。
資本家的生産のは じめには資本が必要であ り,蓄積=追 加資本の形成のまえ
(iOVVN,p。83.邦訳,160頁。
注意すべ き ことだが,ス ミスは,第 一篇 第八章 の前半 では資本 家 と労働者 との あ
い だの不等労働量交換 を説 き,後 半 では労働一 賃金 の等価交換 的表象を展開す る。
第 八章賃 金論の この構 成が事実上意 味 してい るこ とは,搾 取 は交換 の完成 に よって
貫徹 され るとい うこ とであ る。
㈱VVN・P・138.邦訳,245頁。
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に とにか くも最初の資本が形成 されなければな らない。 スミスは,資 本家的生
産に先行する蓄積を,独 立職人か ら資本家への自然的移行 として説明する。
「織布工や靴屋のような独立職人が,彼 自身の製作物の原料を購買 し,彼
がそれを売却 しうるまで自分 自身を維持す るのに十分であるところよりも多
くの資財を得た ときに,彼 は,そ の余剰でもって,自 然に一人またはそれ以
上の雇職人を使用 し,かれ らの製作物に よって利潤を得 ようとする。 この余
ごユの
剰を増加せ よ,そ うすれば彼は自然に彼の雇職人の数を増加 させるだろ う。」
本源的資本を形成す るものは,独 立職人の営 々たる勤 労,本 源 的労働 で あ
る。余剰資財の形成は自己労働の所産にたいする私的所有権を前提 とし,余剰
資財を,「一人またはそれ以上の雇職人を使用 し,か れ らの製作物に よって利
潤を得 ようとする」ためのものである資本に転化することは,労 働移動の自由
を前提 とす る。.
富は,収 入的富を生みだす資本的富は,労 働力と生産手段の購入に配分され
る。労働力購入にあてられる富が,他 人労働を より多 く購買 ・支配する可変的
価値である。ス ミスは,価 値の支配労働性を,賃 金 と労働 との交換のなかで確
認 していた。最初に投下された賃金価値は,生 産の結果,よ り多 くの価値 とな
らて資本家の手に回収 される。資本家の目的は不断の価値増加であるか ら,そ
のためには,剰 余価値の一部を節約 して追加資本を形成 しなければな らない。
追加資本は以前 よりも多 くの追加的労働者 と追加的生産手段の購入にあて られ
る。 自由な労働にたいす る需要が増大す ると,賃金は上昇 し,不断の需要増大
のもとでは高賃金 となる。追加的生産手段を購入す ることによって,よ り優秀
な機械が導入され,よ り多量の原料を生産的に消費するために作業場内での労
働配分が合理的になされ る。その結果,労 働生産力は増大 し,生産物一単位あ
た りに必要な労働量が減少する。 ここで商品価格は低下す る。商品価格の低下
は,資 本家に とっては高賃金の経費負担を償 うものであ り,労働者にとっては
実質賃金の増大をもた らす ものである。労働者は実質的な高賃金に ょって生活
水準を上昇させ,家 族扶養能力を高めて人 口を増大させ る。
⑲WN.p.86.邦 訳,165頁。
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「労働の賃金の増大は,多 くの商品の価格を,そ の うちの賃金に分解す る
部分を増大させ ることによって,必 然的に増大させ,そ の程度 まで国内 と国
外の双方におけるそれ らの消費を減少させる傾向がある。 しか しなが ら,労
働の賃金を上昇させ るのと同一の原因,つ まり資財の増大は,そ れの生産力
を増大させ,よ り少量の労働で より多量の製作物を生産させる傾向がある。
多数の労働者を使用する資財の所有者は,自 分 自身の利益のために,か れ ら
が可能なかぎり最大量の製作物を生産 しうるように,仕 事の適切な分割と配
分を しようと必然的に努力す る。同一の理由か ら,彼はかれ らに,彼 または
かれ らが考えだ しうる最良の機械類を供給 しようと努力する。……それゆえ,
これ らの改善の結果,以 前 よりず っと少い労働で生産されるようになる多 く
の商品が出現 し,それ 〔一労働〕の価格の増大はそれの量の減少によって償
ご　ル
われてあ ま りがあるほ どにな る。」
上の引用掌中の経済の論理のなかに,重商主義的低賃金論にたいす る批判
と,新社会における生活倫理の提示 とが,こ め られている。高賃金は,ス ミス
的な資本蓄積論か らは,経 済合理的であ り,労働者の勤勉にたいする刺激剤で
ある。近代的賃労働者は,伝 統的精神の持主 とはことな り,自己の個体的必要
を満たす ことだけに停滞す るのではな く,賃金の金銭的高さをもとめて労働す
る6彼 は,一 週間分の生計費を四 日間で稼 ぐことがで きたばあいでも,従 来の
労働者のように他の三 日間は怠けてす ごすのではな く,よ り多 くの賃金を もと
めて毎 日働 こうとす る。
「労働の豊かな報酬は,そ れが増殖を刺激するように,普 通の人 々の勤勉
を増大させ る。労働の賃金ぽ勤勉の刺激剤であ り,勤勉は,他 のどの人間的
特質 とおな じく,それが受け る刺激に比例 して増進す る。豊かな生計費は労
働者の肉体的力を増大 させ,彼 の境遇を改善 させて安楽 と豊富の うちに彼の
生涯を終えさせるとい う快い希望は,彼 を活気づかせてその力を極度 にまで
発揮させ る。……実際には,職 人のなかには,そ の週を通じてかれ らを維持
するものを四 日間で稼 ぐことができるときには,他 の三 日間を怠ける者がい
㈲WN・p.104.邦 訳,190頁 。
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るだろ う。 しか し,こ の ことはけ っ して大部分 にはあ ては ま らない。反対に,
、職人た ちは,出 来高で気前 よく支払われ る ときには,働 きす ぎて,数 年で健
ご　ゆ
康 と体質を破壊 して しまいがちなことが非常によくある。」
9
・一時的な利益のために過重労働することは,労働者に とっても資本家にとっ
ても損失である。 したがって,両 者は,長 期的な利益を得 るような労働投下を
するように教え られる。生産の継続的運行が,再 生産が,資 本家には 「理性 と
人類愛」を,労 働者には慎慮の徳を訓育す るのである。
「もしも親方たちが常に理性 と人類愛の指令に耳をかたむけるな らば,か
れ らはしば しば,か れ らの職人たちの多 くのものの勤勉を活気づけるよりも,
む しろ緩和させる必要がある。私は信 じるが,あ らゆる種類の職業において
次のことが見いだされるだろ う。一定 して働 きうるように適度に働 く者は,
彼の健康を最 も長 く維持するだけでな く,その年をつ うじて最大量の製品を
ごゆ
作 りあげる。」
労働者は交換関係において一人の自立市民であった ように,消 費生活におい
ても自由な自立市民である。労働者は,時 には召使を雇 った り観劇に出かける
ほどの消費生活において自由を実感するだろ うし,賃金を自分 自身の責任にお
いて支出す るとい う自律性を実感す るだろ う。奴隷はその生計を主人の好意に
依存 させるが,労 働者はその生活において賃金をどのように使用するかの生活
設計をしうる自由人である。
「奴隷の摩損は彼の主人の経費負担であるが,し か し,自由な使用人のそ
れは彼自身の経費負担であると,言われてきた。 しか しなが ら,実際には,
後者の摩損は前者のそれ と同 じ程度に彼の親方の経費負担である。…… しか
し,自由な使用人の摩損はおなじく彼の親方の経費負担であるけれ ども,そ
れは一般に彼には奴隷の摩損 よりもず っと安 くつ く。 もしもそ う言って よい
ならば,奴 隷の摩損を補填 した り修理 した りす るために予定された基金は,
通常,怠 慢な主人 または不注意な監督者によって管理 され る。 自由人にかん
⑳WN.pp.99-一 一100.邦訳,183頁 。
22)VVN・p.100.邦 訳,184頁 。
'
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しておなじ任務をはたす ように予定 された基金は,自 由人自身に よって管理
される。富者の経済において一般に広がっている無秩序は,当 然に前者の管
理に取 りいれ られ る。貧者の厳格な節約 とつましい注意 とは,同 様に して当
くが ヤ
然に,後 者の管理のなかに確立され る。」
労働者は慎慮 と勤勉の徳を身につけ,物 質的にも精神的にも幸福な感情を享
受する。市民社会における資本蓄積の進展は,重 商主義的低賃金政策のもとで
じ　ゆ
勃発 していた労働争議を不必要にさせ,社 会不安をな くすだろ う。
以上にみてきた ように,ス ミスの労働者は,そ の意識においては自由人であ
り,独 立商品生産者的である。 けれども,労 働者の足は生産関係に立ってお
り,そのかぎ りでは彼は賃金奴隷である。だが彼の頭 と胸は交換関係のなかに
あ り,そのかぎ りでは彼は自由賃労働者である。資本蓄積の進展がもた らす高
賃金は,労 働者には,自 分の労働生産物にたいする全部的な支配への前進だ と
みえるだろう。そ して,資 本家的賃金が自然的賃金にみえて くれば くるほど,
労働者の自立的感情は増幅 され,よ り一層勤勉に働 こうとするだろ う。独立生
ぱ　ゆ
産者の魂をもった労働者。
最後に,ス ミスには,知 性をもって目的意識的に生 きようとす る主体 が あ
る。知的活動をもって政治的活動 と結合 しようとす る主体がある。その主体は,
自分がそ こにおいて生 きようとす る資本家社会 の仕組を歴史的に認識 し,そ の
認識を もって眼前の重商主義を批判 し,そ して政策に参加 しようとす る。知が
力になること,そ のことを実践 しようと試みたのがス ミスのr国 富論』である
㈱r「N.p.98.邦訳,182頁。
⑳ だか ら,ス ミスにあっては,次 のような独立生産者称讃的な発言が生まれてくる。
「一般に人間は,他人のために働 くときよりも,自分自身のために働 くときのほ
うが働かないなどと想像することほど,ばかげたことはあ りえない。貧 しい独立の
職人は,一般に,出来高で働 く雇職人に くらべてさえも,よ り勤勉だろう。前者は
彼自身の勤労の全生産物を享受し,後者はそれを彼の親方と分配する。前者は,分
離独立の状態にあって,悪い仲間の誘惑にあうことが少 く,その誘惑は大製造工場
で峠非輸 こしばしば後者の品性を破滅させるのである。月ぎめまたは年ぎめで雇わ
れ,多 く仕事をしようが少 く仕事をしようが賃金と手当がおなじである使用人にた
いする独立の職人の優越性は,さ らに大きいようである。」(VVN・p.101.邦訳,
186頁)
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といえよう。
ス ミスは,第 一篇次元で,科 学的分析方法と現象叙述方法 とを もって,資本
家社会の仕組を剰余価値の生産関係 と三位一体範式 との二重構造 として把握 し
た。その構造的把握を最 も抽象的な理論次元でおこなったのが,労 働価値論で
あ り,投下労働 と支配労働 との関係を考察 した価値論である。ス ミスは,支 配
労働 とい う商品の価値性格を確定するために,支 配労働=投 下労働の価値論か
ら出発 して,資 本 と労働 との直接的交換 ・不等量交換の事態のなかにはいって
ゆき,資 本と労働 との継続的交換→資本蓄積論での具体的展開を展望 した。 こ
のことは,論 理次元の混同ではな く,彼の価値論の問題設定の仕方 と価値論の
構成 とが,価 値の性格規定を剰余価値論 と資本蓄積論で遂行することを要請 し
ているのである。価値は,さ らに,構成価格論と収入源泉論で主観的に把握さ
れる。 このこと.も論理次元の混同ではな く,それは,ス ミスの価値把握がめざ
している実践を示唆するものである。
資本家的生産様式が支配的な社会の富は商品であ り,その富の本質は支配労
働性にあ り,富の原因は生産過程で労働者が投下する労働である。ス ミスにお
いては,労 働を文字 どうりに支配す るものは資本であ り,貨幣または商品の形
態 を とった資金資本である。 この賃金資本がそれに含まれ る価値量 よりも大き
な価値量を支配 して価値増加す る。だか ら賃金資本は,特 定個人にのみ利得を
もた らして他の人 々には損失をもた らす ような重商主義的富ではな く,その社
会全体にとって絶対的な富である。資本は富のなかの富,国 富,で ある。資本
的富の支配労働性が具体的に確認されてい くのは,追 加資本が形成されて年 々
に拡大再生産が進行す る場合であった。追加資本の形成,つ まり資本蓄積は,
年 々に生産される労働生産物を増大させる。年 々の労働生産物はス ミスにあっ
ては年 々の価値生産物であるか ら,資本蓄積は賃金 ・利潤 ・地代の価値諸部分
を増大 させる。資本蓄積は社会の三大階級の収入を量的に増大 させる。 したが
って,資 本家社会の一般的利益は資本的富の増大にあ り,交換価値の性格が高
次の論理次元で全面的に発揮される資本蓄積にある。社会を構成する三階級の
特殊利益はそれぞれの収入の増大にあるか ら,三階級の特殊利益は資本蓄積が
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進展す る社会の一般的利益 と調和する。一方の利益になることは他方の利益に
なる。ス ミスの資本家社会はそのような階級調和的社会を有機的に構成する。
各階級は社会の一部であるが,そ れぞれの階級利害に生きることに よって,ま
た,三 位一体範式的な生活を生 きることによって,客 観的に社会の一般的利益
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の
と結合する。 したがって,資 本的富に一般的利益の実現を科学的に見いだす ご
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
とな く,そ して,社 会のなかの人間は自己の利害と主観に生きるという人間理
　 　 　 　 　 　 　
解を堅固にもつことな く,公共的利益の名 目を もって政治活動をお こな う階級
は,必 ず,一 般的利益を破壊する私的利害を内に秘めている。重商主義階級が
それだ と,ス ミスは言 う。彼は重商主義の諸規制に,全 体利害の名で個別利害
を圧殺する法意識をみいだ し,社会の有機的再生産構造を腐蝕させるものをみ'
いだすのである。
ス ミスは,資 本蓄積論を媒介 とした価値論 と収入論において,資 本家社会の
構造を知 り,そのなかで行為す る人間の主観を叙述 してやまなかった。彼は,
ば
社会の内面と外面を,解 剖的知性 と共感的感性 とをもってとらえ ようとした。
彼によって示されているこの知性と感性,こ の理解力は,し か しなが ら,い ま
だ彼の眼前の地主階級のもので も労働者階級のものでもない。そ して,若 い産
業資本家階級のものでもない。彼は,そ の うえ,イ ギ リスのなかに,ア メ リカ
植民地 とヨーロッパ諸列強 と国際的に対立 しているイギ リスのなかにいる。彼
は,旧 帝国主義戦争の七年戦争 と民族解放のアメリカ独立戦争 とのあいだにい
る。スコットラソ ド人ス ミスは,ブ リテソの一員として,イ ギ リスの危機のな
かで,自 己の認識方法 とそれに よって獲得された経済理論が国民のものになる
ことを望んだであろぢ。r国富論』第一篇最後の叙述が,そ の ことをわれわれ
に語 りだす。
「あ らゆる国の土地 と労働の年 々の全生産物は,ま たはおなじことになる
が,そ の年生産物の全価格は,す でに述べたように,当 然に三つの部分に,
土地の地代 と労働の賃金と資財 の利潤に分解 し,そ して,地 代で生活する人
々,賃 金で生活す る人 々,利潤で生活する人 々とい う三つの異なる階級の人
々にとっての収入を構成す る。……。
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「それ ら三大階級の うちの第一のものの利益は,た ったいま述べ られたこ
とか ら明 らかなように,社 会の一般的利益 と厳密不可分に結びついている。
一方を促進 または妨害す るものはなんでも,必ず他方を促進 または 妨害 す
る。公共が商業 または治安にかんするある規制について審議するとき,土 地
の所有者たちは,か れ ら自身の特殊階級の利益を促進する目的で,少 くとも
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ り 　 　 　 　
かれ らがその利益についてあるかな りの知識を もっているな らば,そ れを誤
ま り導 くことはけっしてあ りえない。実際には,か れ らはあまりにもしば し
ばこめ一応の知識に欠けている。かれ らは,三 つの階級のなかで,そ の収入
がかれ らに労働 も配慮 も要費させない唯一の階級であ り,その収入は,い わ
ばひとりでに,か れ ら自身のいかなる計画や企画か らも無関係に,か れ らの
もとにやって くる。かれ らの境遇が安楽で安全であることの当然の結果であ
るその怠惰が,か れ らをあまりにもしば しば,無 知にさせ るばか りでな く,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ 　 　
ある公的規則の諸結果を予測 し理解するために必要な精神集中をもできな く
させる。
「第二の階級の利益,つ まり賃金で生活する人 々のそれは,第 一の階級の
利益 とおなじく厳密に社会の利益 と結びついている。労働者の賃金は,す で
に示された ように,労 働にたいす る需要が不断に増大 しているときほ ど,あ
るいは使用されるその量が毎年かな り増大 しているときほど,高 いことはけ
っしてない。社会のこの真の富が停滞的になると,彼 の賃金は,す ぐに,彼
が家族を養い うるのにやっとた りうるところまで,つ まり労働者の種族を維
持するのにやっとた りるところまで,引 きさげ られる。社会が衰退するとき
には,賃 金は これ以下にす ら下落する。……。 しか し,労働者の利益は社会
　 　 　 　 　 　 　 　
のそれ と厳密に結びついているけれ ども,彼 はその 〔社会の〕利益を悟 るこ
　 　 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 コ 　 コ 　 　 　 の 　 　 　 　 　
とができない し,それ と彼 自身の との結びつきを理解す ることもできない。
彼の境遇では必要な情報を受けるための時間が残 らない し,それに,彼 の教
　 　 　 　
育と習慣はジかρに彼が十分な情報を得たとしても,彼が判断するのを不適
任にさせるようなものであることが通常である。それゆえ,公 共の審議にお
いては,彼 の意見は,あ る特殊 なばあいを除けば,ほ とんど聞きいれ られな
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いし,尊重され ることはさらにない。その特殊なばあい とは,彼 の叫びが,
彼の使用者たちに よって,彼 のためではな くかれ ら 〔使用者たち〕 自身の特
殊な 目的のために,鼓 舞され煽動され支持され るばあいである。
「彼の使用者たちは第三の階級を,利 潤で生活す る人 々の階 級 を構 成 す
る。……。 しか し,利潤の率は,地 代 と賃金のように,社 会の繁栄 とともに
上昇 した り,社会の衰退 とともに下落 した りは しない。反対に,そ れは,当
然に,富 国では低 く,貧国では高い。そ して,そ れは,最 も急速に滅亡に進
んでいる国では常に最高であるdそ れゆえ,こ の第三の階級の利益は,他 の
二つの階級のそれ と同じ結びつきを社会の一般的利益にたいしてもたない。
商人 と親方製造業者は,こ の階級のなかで,通 常は最大の資本を使用 し,そ
してかれ らの富によって公共の尊敬の最大の分けまえを自分たちに引きつけ
、
る二つの部類の人 々である。その全生涯のあいだかれ らは計画 と企画に従事
　 　 　 　 　
しているので,か れ らは,農 村の郷士の大部分 よりも,し ば しば鋭い理解力
を もってい る。 しか しなが ら,かれ らの思考は,遮 常は,社 会の利益につい
てよりも,む しろかれ ら自身の特殊部門の事業の利益について働かせ られて
いるので,か れ らの判断は,か りにそれが最大の公平 さをもって下され ると
して も(そ れはいままであ らゆるばあいについてそ うではなかった),それ
ら二つの 目的のうちで,前 者にかん してよりも後者にかん してのほ うが,ず
っと信頼で きる。農村の郷士にたいするかれ らの優越性は,公 共の利益につ
いてのかれ らの知識にあるというよりも,郷士が彼自身の利益についてもつ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
知識 よりももっと十分な知識をかれ らが自分 自身の利益についてもつ とい う
ことにある。かれ らは しば しば彼 〔郷士〕の寛大さにつけこみ,彼 を説得 し
て彼自身の利益 と公共の利益の双方を放棄 させ,そ れも,彼 の利益ではな く
かれ らの利益が公共の利益であるとい う非常に単純だが正直な確信か らそ う
させたのであるが,そ のことは,か れ ら自身の利益についてのこのす く・れた
知識に よってであや。 しか しなが ら,どの特殊部門の商業や製造業における
商人の利益 も,常 に,公 共の利益 とはい くつかの点で異な るし,対立す らす
る。市場を拡大 し,競争を狭めることは,常 に,商 人の利益である。市場を
"・ 酬
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拡大することは,し ば しば,公 共の利益に十分適合 しうる。だが,競 争を狭
めることは,常 にそれに反す るにちがいない し,そのことは,商 人たちが,
かれ らの利潤を自然になるであろ うよりも高 く上昇させ ることによって,か
れ ら自身の利得のために他の同胞市民の うえに不合理な税を課すことができ
るように,役 立ち うるだけである。商業についてのなん らかの新 しい法律 ま
たは規制で,こ の階級か ら出てくる提案は,常 に大きな警戒を もって聴かれ
るべきであ り,最 も細心の注意をもってのみならず,最 も疑い深い注意を も
って,長 く慎重に調べてか らでなければ,け っして採用 され るべ きでは な
い。その提案は次のような階級の人 々か ら出て くるのであ り,かれ らの利益
は公共の利益 とはけっして厳密には同一でない し,かれ らは一般に公共をだ
まして抑圧す ることに利益を もち,し たがってかれ らは,多 くの場合に,公
ご　さ　
共をだまして抑圧するその双方のことをや ってきたのである。」
り リ ヨ リ
主体形成を うながすス ミス社会認識。公共的実践に うけいれ られることを要
求す るス ミス社会認識。彼の社会認識は新社会を構成す る三つの階級に主体形
成を うながす。価値論はその社会認識のための原理的核である。
伽WN・pP・265-267.邦 訳,432-435頁。
